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醐

砦
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消
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税
の
目
的
及
物
糟
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・
・
・
・
・
・
目
苦
言
I

努
銀
の
理
論
・
町
.
・
・
・
・
文
単
一
間
土

抱

肌

常

犯

ケ
ネ

1
の

租

税

理

論

・

白

・

・

怯

皐

士

セ
イ
の
販
路
説
に
就

τ
-
-
・
・
相
河
川
中
小
山

シ
品
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
景
気
循
環
論
惚
縄
県
士

講

演

我
岡
民
経
済
の
貫
相

-

i

-

松

平

!

掛

樺

錦

鰍

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て
・
・
・
'
落
語
J

.フロ

f
セ
ン
の
地
方
税
制

a

-

-

料
消
川
中
小
L

動
大
量
ご
静
大
量

晩
垣
フ
ラ
ン
ス
純
演
皐
界
の
傾
向

最
近
英
闘
に
於
げ
る
諜
算
の
業
績
・
-

近
著
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

組
州
問
問
中
十
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明
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組

附

叩

γ
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口
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事
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向
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H
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本
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設

弗

d
-
ピ
イ
ト
ホ

7

白
景
鏑
循
環
論

第
ニ
十
丸
巻

f二
{ ，、

第

棋

七
六

レ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
循
環
論

(
上
)

苦手

回

均

紹

日

資
本
家
的
刷
曾
の
経
済
生
活
は
、
好
景
気
ご
不
長
気
の
周
期
的
循
環
を
拙
〈
べ

f
蓮
命
づ
り
ら
れ

τゐ
る
。
好

景
気
よ
り
不
景
気
へ
の
穂
換
に
伴
ふ
恐
慌
は
、
こ
の
景
気
循
環
の
一
段
階
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
か
や
う
な
景

気
循
環
の
特
殊
の
一
断
面
で
ゐ
る
部
慌
炉
ら
、
吾
々
の
科
事
的
注
志
向
方
向
を
景
気
循
環
り
纏
過
程
に
む
け
し
め

た
こ
芭
は
、
ま
こ
正
に
h

y

V

T

Y

・
ヂ
ュ
グ
ラ

1
の
功
績
で
ゐ
る
。
恐
慌
そ
れ
自
韓
を
孤
立
的
現
象
ざ
し
て
考
察

す
る
仁
止
ま
っ
た
固
有
の
恐
慌
理
論
は
、
か
く
し
て
、
こ
れ
を
そ
の
循
環
性
ご
全
韓
性
に
お
い
て
把
握
す
る
返
代

の
い
は
ゆ
る
景
気
理
論
に
ま
で
品
目
展
す
る
可
能
性
を
奥
へ
ら
れ
た
。
恐
慌
お
よ
び
景
気
循
環
的
理
論
的
説
明
を
志

す
今
日
の
園
民
経
済
事
者
た
ち
は
、
い
づ
れ
も
ニ
の
軌
道
に
沿
う
て
走
っ
た
も
の
で
あ
る
、

正
一
式
ふ
，
」
ご
が
出
来

る。
同
じ
ゃ
う
な
先
駆
者
を
V
イ
ツ
に
求
め
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
ま
づ
、
恐
慌
を
資
本
蓄
積
過
程
の
一
契
機
ご
し

τ

理
解
し
た
か
の
マ

F
F
子
ぜ
想
起
し
う
る
で
あ
ら
う
o
彼
に
め
つ
て
は
、
恐
慌
論
は
む
し
ろ
蓄
積
論
よ
b
導
き
出

さ
る
べ
き
系
正
し
て
の
意
義
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ぞ
れ
は
ご
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
問
題
的
輔
換
お
よ
び
研
究
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領
域
の
掘
調
大
は
、
不
幸
に
し
て
そ
の
後
久
し
い
あ
ひ
ガ
有
力
な
追
随
者
を
見
出
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
世
帯
の
多

産
性
を
阻
ま
れ

τゐ
記
。
そ
れ
が
一
般
的
傾
向
E
ー
し
て
皐
界
や
風
燐
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
ほ
hv
今
世
紀
の
初
頭

以
降
の
こ
ピ
に
属
す
る
。
爾
来
・
多
〈
の
皐
者
に
よ
っ
て
ヲ
ぞ
れ
介
、
、
の
立
場
か
ら
問
題
解
決
の
権
威
あ
る
試
み
が

提
示
き
れ
た
が
、
私
は
-
』
、
仁
そ
の
最
も
す
「
れ
た
る
雛
型
り
一
つ
ご
し
て
.

た
い
さ
思
ふ
G

V

品
ピ
イ
ト
ホ
フ
を
取
扱
っ
て
見

恐
慌
お
よ
び
景
気
問
題
に
綱
聯
し
て
、
ニ
れ
ま
で
彼
が
畿
表
し
た
逃
作
は
、
一
九

O
二
年
『
V
ュ
毛
↑
プ

1
年
報
」

誌
上
仁
必
り
仁

L
た
彼
れ
の
彪
女
作
論
文
「
生
進
池
剃
説
序
論
」
よ
り
こ
の
か
た
、
す
で
に
相
常
の
数
に
上
っ
て
ゐ

る
。
試
み
に
主
も
な
文
献
を
年
代
順
に
列
血
中
す
札
ば
、

お
は
よ
そ
次
ぎ
の
如
〈
で
あ
ら
う
。

同
) 

〈

2
Z
E
m
F
E問何回

E
2
5
叶
官
耳
目
品
目
白
U
O
G自
己
与
20ロ(凶
ny日
O]】
m
a
T
Z
E
n
r
v
回品・

NP
同官民}

ロ
目
。
間
口
四
国
p
g
ュnMMEロ
冨
〈
叶
戸
刷
吉
田
町
質
問
国
内
喜
一
井
可
ロ
ロ
ι
「
]VoEO(出
n
F
E
E
Z
E
-長
在
日
F
回品・斗』

suu)

出
2
2
m
o
N
Z同〉
E
q由
自
ι
3
2
5
ι
司
邑
町
。
ヨ
旦
2
2
若
宮
目
宮
r

z凶o
p
♂百回・

U
】。

ρ
E
E】E
a
r
g
ュ0・
5
佐
官

o
E
m叫OMロ
宮
司

4
m
ヨヨ
E
同

r
Z
E
m
出
E
m邑昂
0
3
0
q
o
m仲
間
品
。
ロ
苫
司
〉
品
旦
事
弓
ω官。コ

M 
) 

u 
) 

キー
〕

宮
山

出
) 

ロ
話
回
5
3
0
E
E口問

ι
2
5吉
平

z
E
口巴品
E
昔
話

(
m
n
F
E一-耳目

γ
z
z
n
y
E
U凶
一
同
事
)

。、
) 

u
m
g
4
2
t巳
Z
E
d
Eコ円山田
EP--
。
巴
円
四
ロ
ロ
品
口
E
2
d品
目
(
凹

nr日。出向叫印いす
]μ

司『
R
Y・
出
品
・
包
-Hmou)

ロ
耳
同
町
笠
宮
町
民
自
明
日
吉
目
{
日
目

4司
宮
町
ロ
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V
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E
R
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一
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o
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U
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E
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0
3
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島
田
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戸
耳
切
】
ω
『円『ロ
n
F
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=kratoH
間
口
目
ロ
一
二
自
国
自
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E
n
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鼠

施

ジ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
鎮
街
環
論

第
二
十
九
巻

解

説

士
八

七
八

こ
れ
に
よ
っ
て
も
ほ
ぃ
明
か
な
如
〈
、
彼
れ
の
宇
生
の
率
的
努
カ
は
殆
ん
ど
ζ

の
問
題
の
解
決
に
捧
げ
ら
れ
た

や
う
に
見
え
る
q

き
う
L
て
そ
の
聞
に
彼
れ
の
所
設
の
内
容
が
、
他
の
理
論
家
の
批
評

t
影
響

ωも
ご
に
‘
次
第

に
純
化
し
裂
脱
し
た
こ
ご
は
賞
然
で
ゐ
る
o

し
か
仁
、
そ
の
歴
史
的
進
化
を
跡
づ
け
る
こ
ご
は
、
必
や
し
も
い
ま

な
の
所
期
す
る
ご
ニ
ろ
で
は
な
い
。
-
」
、
で
は
軍
に
、
彼
れ
の
見
解
の
基
線
を
書
き
つ
り
て
、
そ
れ
に
私
見
の
一

端
伝
添
え
よ
う
ご
す
る
に
す
宮
な
い
。
苦
々
は

U
し
み
最
返
り
彼
れ
い
の
主
張
に
重
貼
な
お
か
う
ピ
岡
山
ム
。
そ
し

τ

こ
の
目
的
り
た
め
に
は
、
彼
れ
の
前
掲
論
文
「
恐
慌
」
を
中
心
a

と
す
る
こ
芭
を
以
1
好
泊
正
す
る
で
あ
ら
う
o

な
暗

な
ら
・
・
』
山
一
償
他
多
き
論
文
二
そ
は
、
現
在
の

E
こ
ろ
で
は
・
最
近
時
に
苦
々
に
奥
へ
ら
れ
た
彼
れ

ω包
括
的
鴻

作
で
あ
る
か
ら
。
二
十
年

ω
久
し
き
仁
わ
た
っ
て
根
気
よ
く
同
じ
坑
道
を
掘
り
つ
い
v
り
た
彼
が
‘
い
ま
や
如
何
な

る
鋸
脈
に
達
し
た
か
は
、
こ
の
一
篇
に
よ
J
J

て
は
い
静
岡
個
し
う
る
や
う
に
思
は
れ
る
o

根
本
諸
概
念
お
よ
び
標
準
的
栢
環
の
表
式

一
般
に
慣
矧
さ
れ
て
ゐ
る
開
。
と

E
E
5
(長
出
品
)
な
る
言
葉

ω代
り
に
、
彼
れ
自
身

ω

新
た
に
鋳
治
し
た
d
語、

EREP--nzgmnzo--お
E
(経
済
的
最
山
山
)
な
る
言
葉
を
周
ひ
て
ゐ
る
。
「
景
況
す
な
は

も
好
況
ご
不
況
ご
は
、
高
度
資
本
家
的
経
済
の
後
展
形
態
で
ゐ

b
、
こ
れ
ら
隔
者
の
劃
立
的
動
カ
の
も
正
に
高
度

資
本
主
義
の
俊
嵐
が
賞
現
さ
れ
る
』
ω

中
世
凶
経
済
形
態
は
相
官
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
静
止
紋
踏
を
墨
L
た
も

の
で
あ
る
が
、
資
本
家
的
経
済
に
お
い

τは
不
断
の
運
動
が
そ
の
本
質
で
あ
・
9
、
た
uy

思
惟
に
お
い
て
の
み
静
態

ど
し
て
観
念
し
う
る
に
止
ま
る
。
古
う
し
て
そ
れ
は
周
期
的
な
か
っ
自
律
的
な
一
定
の
波
動
を
描
い
て
循
環
す

V

品
ピ
イ
ト
ホ

y
は、

姻待書る h彼れ白大著 "Diewirtschartlichen ~Techsell唱en “は、厳年来
の蹟臨阻も拘ι子、来だ吾..由机上L飾る室 r比三Eつでゐたい。
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る
。
『
叶
正
常
的
」
な
の
は
好
況
で
も
な
け
れ
ば
不
況
で
も
な
い
v
。
ま
し
て
恐
慌
が
き
う
で
な
い
こ
吉
は
、
敢
え

τ

問
題
ピ
す
る
ま
で
も
ゐ
る
ま
V
。
白
山
な
、
貨
幣
経
済
的
な
、
高
度
的
資
本
・
家
的
市
場
組
械
の
常
態
は
長
引
の
循

環
で
あ
る
」
。

高
度
資
本
主
義
時
代
以
前
に
お
い
て
も
・
好
景
気
ど
不
是
認
ご
の
交
替
は
ゐ
っ
た
。
し
か

L
以
前
の
長
銀
循
環

ピ
今
日
の
そ
れ
ご
の
間
じ
は
、
彼
に
従
へ
ば
.
衣
ぎ
の
諸
駄
に
お
い
て
賀
大
な
相
謹
が
ゐ
品
。
第
一
仁
、
前
者
に

あ
っ
て
は
現
象
は
必
宇
し
も
一
般
的
で
な
〈
不
規
則
的
で
あ
h
且
勺
長
期
で
め
っ
た
に
反
し
て
、
級
者
に
お
レ

τ

は
一
般
的
で
ゐ
hJ
規
則
的
で
の

h
且
つ
比
較
的
短
期
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
に
も
ま
し

t
大
切
な
の
は
、
そ
の
胤
闘

が
本
質
的
に
即
時
っ
て
ゐ
る
、
古
い
ふ
こ
ご
で
め
る
o

す
な
は
も
以
前
の
最
鋲
離
動
は
‘
殆
ん
Y
」
金
〈
外
的
な
諸
事

情
に
よ
っ
て
影
響
苫
れ
た
。
例
へ
ば
天
災
.
疫
病
、
戦
乱
.
牧
穫
の
聾
凶
、
人
口

ω増
減
、
賞
金
風
生
産
の
消

長
・
世
界
航
路
り
越
真
・
経
済
制
度

ω一
援
化
等
が
そ
れ
で
あ
一
る
o

も
さ
よ
り
今
日
正
い
へ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
諸
原

図
が
経
済
生
活
り
均
等
な
波
澗
な
き
後
展
を
不
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
こ
古
に
誕
h
は
な
い
が
、
そ
こ
に
は
も
っ

Z
有
カ
な
別
の
原
因
が
作
用
し
て
ゐ
る
。
き
う
し
て
自
由
な
る
高
度
の
資
本
家
的
市
場
経
済
が
従
来
|
|
英
国
に

お
い
て
は
一
八
二

0
年
代
以
後
、
ド

f
ツ
に
お
い
て
は
一
入
間

O
年
以
後
|
|
短
期
の
約
十
年
を
一
期
正
す
る
比

較
的
均
等
な
波
動
を
描

ν
て
き
花
の
も
.
ま
さ
に
そ
れ
に
基
づ
〈

ωで
ゐ
る
。
こ
の
新
し
き
原
因
は
、
『
経
済
そ

れ
自
髄
お
よ
び
そ
札
に
特
有
な
諸
要
素
に
根

F
す
が
ゆ
ゑ
に
」
彼
に
よ
っ

τ
E
E仰出向。

d
B
R
r
o
(
内
俊
的
原

因
)
芭
呼
ば
れ
る
。
か
や
う
な
経
済
そ
れ
自
惜
の
内
奥
に
根
深
い
素
因
を
も
っ
さ
こ
ろ
の
、
高
度
的
資
本
家
的
批

曾
に
お
り
る
景
気
猿
勘
の
機
構
を
分
析
し
て
そ
の
内
的
諸
原
闘
を
由
替
市
す
る
こ
ピ
は
、
近
代
の
景
気
理
論

ω、
従

院

苑

♂
品
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
景
気
街
嵐
諭

第
二
十
丸
巷

第
一
一
揖

t 
コ化

士
1 
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長生

苑

ジ
品
ビ
イ
ト
ホ
ア
白
景
紙
調
議
論

.i¥ 
O 

第
二
十
九
番

J、。

第

棋

っ
て
ま
た
-V

品
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
奥
へ
ら
れ
た
る
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
課
題
の
性
質
に
閲
す
る
明
確
な
る
意

識
の
も
ご
に
そ
の
解
決
を
企
闘
す
る
一
系
列
の
事
説
は
.
彼
れ
い
自
身
の
言
葉
を
滞
h
τ
い
へ
ば
、
一
ロ
r円
前
毘
明
者
?

島
田
口
仰
向
命

E
-
o
r
z
(内
俊
的
最
況
詑
)
で
ゐ
る
。

一
穂
、
最
気

ω漣
勤
ほ
ど
複
雑
な
か
っ
部
分
的
考
鏡
台
許
苫
同
州
事
象
は
稀
れ
で
あ
る
が
、
か
、
る
複
雑
な
事
象

の
金
舗
を
そ
の
内
的
閥
聯
に
お
い
て
把
捉
す
る
に
は
、
ま
づ
も
っ
て
、
特
定
り
目
的
に
照
合
し
て
蒐
集
苫
れ
た
事

貨
を
基
礎
己
し

τ研
究
謝
象
を
硲
定
す
，
。
こ
ご
が
必
要
E
あ
る
。
ず
な
は
も
五
日
々
は
・
一
見
混
沌
た
る
諸
現
象
の

錯
雑
Z
多
様
の
中
か
ら
h

決
定
的
な
も
の
を
副
次
的
な
も
の
よ

h
匝
別
L
、
規
則
的
な
も
の
を
偶
然
的
な
も
の
よ

h
切
b
離
し
、
か
く
し
て
好
且
品
集
、
恐
怖
お
よ
び
不
且
品
集
の
各
段
階
に
お
け
る
特
徴
的
な
諸
現
象
を
磁
定
し
な
り

れ
ば
な
ら
ぬ
。

V
A

ピ
イ
ト
ホ
フ
は
こ
の
仕
事
を
職
愉
削
宇
世
紀
聞
に
お
け
る
主
要
請
囲
内
景
気
獲
勤
の
歴
奥
的
・

統
計
的
分
析
に
基
づ
き
・
買
に
模
範
的
に
遂
行
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
従
来
正
か
〈
銚
乏
が
ち
で
あ
っ
た
こ
の

方
面
へ
の
新
し
い
寄
具
ご
し

τ、
充
分
隼
重
に
値
ひ
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
し
か
し
、
彼
れ
の
叙
過
を

E
刺
に
わ
た

っ

τ紹
介
す
る
こ
正
は
、
勢
ひ
民
大
な
る
紙
面
を
消
費
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
い
ま
は
差
常
h
多
く
の
も
の
を
割
愛
す

る

ωほ
か
は
な
い
o

吾
aq
は
失
ぎ
に
、
過
去
川
町
「
歴
史
的
経
験
に
郎
L
て
」
清
成
さ
れ
た
標
準
的
最
気
循
環
の
表
式

を
掲
げ
て
、
注
目
す
ぺ
き
彼
れ
の
所
設
の
一
斑
を
暗
示
す
る
に
止
め
よ
う
。

不

『沈

況
山
戸
許
制
。
初
期

l
l織
白
生
産
、
織
の
消
費
、
資
本
投
下
回
減
少
が
止
む
、
微
弱
な
る
よ
肉
謹
動
自
開
始
。

市

l
!資
本
投
下
、
舗
の
消
費
、
織
白
生
産
、
貸
附
刺
子
白
低
下
。

Lowe. 1. c. S. 353. 
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好

『
好
輔
自
中
期
!
|
資
本
投
下
(
殊
に
株
式
へ
の
}
の
着
場
‘
錨
白
消
費
が
以
前
回
大
好
況
白
絶
頂
に
近
づ
〈
。

尚
ん
大
好
況
l
|
貸
付
利
子
白
上
騰
。
織
の
消
費
由
激
増
。

{
費
本
位
乏
|
群
町
制
章
。
読
本
投
下
の
減
少
、
室
町
貸
付
刺
子
、
童
相
場
回
軟
弱
、
住
唱
建
築
の
君
、
警
消
費
白

信
用
白
破
接
、
支
抽
停
止
の
呆
帯
。

恐

惜

V

ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
好
景
気
を
三
期
に
分
も
、
不
最
気
を
二
期
に
分
も
、
そ
れ
ゆ
ゑ
好
景
気
、
恐
慌
お
よ
び
不

最
鍬
よ
り
な
る
一
つ
の
景
気
時
期
を
六
段
階
に
分
つ

τゐ
る
。
こ
れ
ら
の
各
段
階
に
特
有
な
諸
現
象
は
、
右
の
表

式
ド
よ
っ
て
一
勝
明
か
で
あ
る
ご
思
ふ
が
・
特
ド
好
長
気
の
概
念
構
成
に
ご
っ
て
決
定
的
仁
重
要
な
現
品
批
正
さ
れ

て
ゐ
る
も
の
は
、
資
本
投
下
の
増
加
お
よ
び
間
接
消
費
の
増
大
で
ゐ
b
、
ま
た
不
景
気
の
概
念
構
成
に
ご
っ

τの

そ
れ
は
、
資
本
投
下
お
よ
び
間
使
泊
設
の
減
少
己
勢
働
力
お
よ
び
生
産
設
備
の
休
止
で
ゐ
品
。

古
う
し
て
好
景
試
は
、
『
つ
ね
に
生
産
過
剰
に
そ
の
自
然
的
終
謁
を
見
出
す
、
ぞ
れ
は
ま
さ
に
不
可
避
的
で
あ

る』
o

し
か
も
-
』
の
生
長
過
剰
は
規
則
的
に
問
綾
消
費
財
に
お
V
て
頂
貼
に
議
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
・
の
も

に
詳
細
に
述
ぺ
る
や
う
に
、
生
産
設
備
お
よ
び
耐
久
的
利
用
設
備
へ
の
過
皮
肉
資
本
投
下
に
基
関
す
る
も
の
で
あ

る。
苫
て
好
景
気
は
生
産
過
剰
の
脇
田
生
ご
共
に
必
然
的
に
不
景
気
に
縛
換
す
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
に
は
、
時
E
し

τ突
俊
的
な
暴
風
的
一
丸
解
に
、
す
な
は
も
恐
慌
に
見
舞
は
れ
る
o

り
れ
Y
」
も
恐
慌
は
、

V

品
ピ
イ
ト
ホ
ア
に
よ
る

正
、
過
度
の
信
用
膨
張
ご
過
度
の
投
機
の
た
め
に
好
景
気
が
ゐ
る
不
健
康
状
越
に
陥
っ
た
際
に
起
る
現
象
で
あ
っ

τ、
好
景
気
の
盛
岡
此
の
中
に
恐
慌
の
必
然
牲
が
宿
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。

v
a
ピ
イ
ト
申
プ
は
恐
慌
を
定
義

設

施

J、

d
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
骨
筑
循
環
論

第
二
十
九
魯

J、

第
一
一
世
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要E

ジ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
循
環
論

A 

第
二
十
九
巻

第
一
一
拙

詑

L
て
、
『
突
脅
的
な
激
烈
な
議
現
象
の
も
己
に
病
的
な
経
済
政
般
の
糟
換
が
決
せ
ら
れ
る
ご
ニ
ろ
の
短
時
間
」
で
ゐ

A 

王
子
両
つ

τゐ
る
。
こ
、
に
「
病
的
紋
腿
L

乙
い
ふ
の
は
、
信
用
の
膨
張
に
件
ふ
過
度
の
投
機

ω
こ
ピ
で
あ
h
、

ま
た
「
激
烈
な
る
諸
現
象
』
こ
い
ふ
の
は
・
信
用
の
克
解
お
よ
び
支
抑
停
止
の
累
増
の
こ
ピ
で
あ
る
。
『
生
産
過
剰

Z
恐
慌
ご
は
共
に
好
況
に
告
の
根
源
を
も
っ
、
し
か
し
阿
者
は
互
ひ
に
猫
立
で
あ
る
』
。
恐
怖
は
、
す
で
に
生
産

池
剰
が
費
生

L
τ
閥
民
経
済
が
不
此
試
ド
陥
う
に
時
に
は
じ
め

t
襲
来
す
る
こ
ピ
も
あ
れ
ば
、
?
コ
炉
ピ
m山
ム
ピ

生
産
過
剰
の
全
然
な
い
時
仁
開
韓
米
す
る
こ
ど
も
ゐ
る
。
恐
慌
は
生
産
過
剰
に
比
較
す
れ
ば
.
「
同
氏
締
協
加
の
内
奥

じ
由
来
す
る
こ
ピ

4
・hJ
少
(
片
む
し
ん
表
面
的
現
象
で
ゐ
h
J

、
告
れ
ゆ
ゑ
「
経
秘
的
循
環
の
外
部
仁
め

yoh
ピ

恐
慌
は
必
守
し
も
景
気

t
不
可
分
隊
的
な
闘
係
に
立
つ
も
の
で

る云
ム
日
』
正
が
出
来
る
。
要
す
る
に
彼
に
よ
れ
ば
、

は
な
い
の
で
あ
る
。

他
方
に
お
い
て
彼
は
、
恐
慌
正
不
設
計
川
正
を
殿
密
に
極
別
す
る
。
「
経
済
的
長
況
の
洞
察
は
、
従
来
、
不
況
を
恐

慌
概
念
の
う
も
に
包
燐
せ
し
め
る
こ
正
に
よ
う
て
妨
げ
ら
れ
た
片
し
か
し
ニ
の
ニ
つ
の
も
の
は
、
「
異
れ
る
内
容

己
呉
れ
る
瓜
闘
を
有
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
従
っ
て
繭
者
ゐ
也
被
然
分
離
す
る
こ
正
は
、
そ
れ
ら
の
説
明
の
前
提
傑
件
で

あ
る
』
o
h
r
〈
て
彼
は
生
産
過
剰
の
二
つ
の
問
題
を
規
定
す
る
0
9
彼
じ
よ
る

z・
生
産
過
剰
に
は
ニ
ワ
の
範
時
が

あ
b
、
を

L
て
雨
者
は
殿
絡
に
砥
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ぞ
の
一
つ
は
熱
病
的
な
緊
張
を
示
す
好
況
に
終

h
を
告
げ
し
め
、
か
っ
一
般
的
経
済
恐
慌
ご
普
通
に
綿
せ
ら
れ
る
現
象
の
一
部
分
を
形
づ
く
る
所
の
も
の
で
あ

b
・
他
は
好
況
の
反
動
た
る
漫
性
的
な
い
は
ゆ
る
不
赴
街
地
の
内
容
を
健
現
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
掛
臆

し
て
問
題
は
自
ら
ニ
つ
に
分
れ
る
o
第
一
は
生
産
過
剰
の
費
生
に
嗣
す
る
説
明
で
ゐ
b
、
第
二
は
往
々
数
年
に
わ

1. c. S. 9 
I. c. S. 25・
1. c. S. 10. 
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た
る
生
産
過
剰
の
存
続
に
関
す
る
詑
切
で
あ
る
。
前
者
は
好
景
気
か
ら
、
後
者
は
不
景
気
か
ら
出
品
四
せ
ね
ば
な
ら

If.) 
0 

以
上
、
私
は
V

ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
所
設
の
最
も
基
礎
的
な
部
分
に
つ
い
て
そ

ω大
要
を
述
べ
た
。
五
口
々
は
3
ら

仁
、
景
気
循
環
の
機
構
に
開
削
す
る
よ
り
具
慨
的
な
説
明
に
向
つ

τ前
進
し
な
り
れ
ば
な
ら
必
ω

否
々
は
衣
ぎ
の
海
路
闘
に
従
っ
て
彼
れ
の
&
ご
を
栓
は
う
。

一
、
沈
滞
の
克
服
お
よ
び
好
長
気
の
胤
羽
生

一
一
、
好
長
街
地
の
存
続

一
二
・
好
長
訴
の
崩
壊
お
よ
び
生
産
過
剰
の
後
生

問
、
不
恭
一
気
お
よ
び
生
産
過
剰
の
存
縦

沈
滞
の
克
服
お
よ
び
好
景
誌
の
皆
生

灯
品
品
集
は
資
本
投
下
の
増
大
を
意
味
し
、
号
し
て
資
本
投
下
の
増
大
は
物
的
な
ら
び
仁
人
的
の
生
産
カ
の
就
業

の
増
大
ピ
な
っ

τ現
は
れ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
好
景
気
の
説
明
は
、
か
〈
の
如
き
現
象
十
惹
起
す
る
諮
問
山
困
ど
そ
れ
を

可
能
な
ら
し
め
る
諸
僚
件
子
宮
明
か
仁
す
る
こ

Z
に
め
る
。

v
z
ピ
イ
ト
ホ
フ
じ
よ
れ
ば
、
長
気
の
「
上
昇
運
動
の
究
極
の
原
因
は
、
何
ら
か
精
紳
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

経
済
的
な
も
の
で
は
な
い
」
o

好
景
気
の
後
生
に
闘
し
て
は
、
ま
づ
次
ぎ
の
こ
ご
が
想
起
き
る
べ
き
で
あ
る
。
す

な
は
も
、
人
間
の
衝
動
は
い
つ
も
同
じ
強
き
で
現
は
れ
る
も
の
で
は
な
〈
.
'
ぞ
れ
に
は
浮
沈
が
あ
る
、
ご
い
ふ
こ

詑

手巨

J、

ジ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
景
気
循
環
論

第
二
十
丸
谷

節

税

/e 
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説;

苑

^ 
四

ジ
ユ
ピ
イ
ト
水
フ
め
畳
紙
循
罷
誼

第
二
十
丸
巷

λ 
四

務

~~ 

さ
う
し
て
こ
の
衝
動
の
狩
沈
こ
そ
は
、
景
気
設
動
を
理
解
す
る
『
鍵
」
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
人

間
の
「
衝
動
は
一
定
の
表
象
に
よ
っ
て
異
常
に
刺
戟
さ
れ
う
る
」
。
し
か
し
、
日
常
生
活
じ
お
け
る
通
常
の
あ
b
ふ

れ
た
刺
戟
で
は
、
殊
に
そ
れ
が
人
間
の
基
本
的
欲
望
に
基
づ
〈
場
合
に
は
、
特
別
の
飛
躍
を
招
来
す
る
に
足
b
な

レ
。
恐
慌
に
先
立
つ
過
度
の
投
機
は
も
も
み
ん
、
好
長
出
品
も
ま
た
異
常
な
る
刺
戟
正
な
る
べ
き
特
別

ω表
象
を
必

要
ご
す
る
。
特
別
の
表
象
に
よ
っ
て
煽
ら
れ
た
鋒
利
心
お
よ
び
企
業
心
が
一

E
枇
曾
の
敏
戚
な
人
々
を
支
配
す
る

え
や
が
て
他
の
人
々
も
岳
れ
仁
成
染
し
て
‘
二
、
に
新
し
い
一
般
的
心
理
放
路
が
成
立
す
る
。
か
や
う
な
人
筑

が
枇
曾
の
主
事
的
な
経
税
関
係
に
浸
潤
し
て
次
第
に
そ
の
熱
を
加
へ
る
一
方
・
枇
曾
的
経
験
お
よ
び
級
憐
上
の
諸

制
度
が
ぞ
れ
を
限
止
し
え
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
・
温
度
の
刺
戟
が
起
る
の
は
賞
然
で
b
る
o

そ
れ
己
共
に
箪

な
る
笹
利
的
努
力
は
一
機
千
金
を
夢
み
る
熱
望
に
縫
じ
、
丑
の
目
棋
に
向
つ

τ盲
目
的
に
突
進
す
る
や
う
に
な

る
。
過
度
の
投
機
は
か
く
し
て
後
生
す
る
の
で
あ
る
Q

か
や
う
な
表
象
は
如
何
に
し
て
生
中
る
で
あ
ら
う
か
。

お
よ
司
令
資
本
移
動
の
標
準
は
資
本
の
枚
盆
で
ゐ
る
。
従
っ
て
資
本
投
下
の
眠
盛
正
な
る
の
は
、
そ
の
稲
類
の
資

本
利
用
が
従
来
よ
り
も
よ
り
大
な
る
利
得
を
提
供
す
る
こ

Z
を
前
提
己
す
る
o

よ
り
康
大
な
範
闘
に
わ
た
る
資
本

投
下
の
刺
戟
己
な
る
如
き
表
象
の
畿
生
も
ま
た
、
一
定
の
事
質
的
原
因
に
侠
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
寸
固

定
的
設
備
よ
b
生
千
る
利
相
官
己
貸
附
利
チ
己
の
聞
に
明
瞭
な
聞
き
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
」
、
は
じ
め
て
可
能

で
あ
る
。
こ
れ
じ
反
し

τ、
利
得
の
見
込
が
な
い
な
ら
ば
、
如
何
に
原
料
や
券
賃
が
安
〈
貸
附
利
子
は
低
率
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ

rり
で
は
扶
し

τ資
本
の
投
下
を
必
然
た
ら
し
め
向
。

正
で
あ
る
。

J. c目 S.70. 2) 



こ
の
こ
正
、
闘
聯
し
て
V

ュ
ピ
イ
ト
ホ
Y

は

、

ム

ペ

エ

タ

ア

の

影

響

の

も

正

に

、

資

本

の

所

有
者
た
る
資
卒
採
Z
資
本
切
利
用
者
た
る
企
業
者
ご
を
極
別
L
、
か
っ
財
界
の
先
議
ご
し
て
の
「
大
腸
な
る
企
業

者
』
の
役
割
を
強
制
す
る
o

す
な
は
も
沈
滞
期
の
克
服
好
恭
一
議
の
拠
出
生
じ
は
.
「
大
脂
な
る
企
業
者
』
に
よ
っ
て

喚
ぴ
起
苫
れ
た
若
干
の
企
業
な
b
産
業
部
門
な
り
が
、
利
潤
正
利
子
の
開
き
含
出
来
る
だ
り
明
瞭
に
す
る
こ
ご
が

必
要
で
あ
る
。
か
や
う
な
こ
ご
が
全
産
業
に
わ
た
っ
て
行
は
れ
、
ば
、
資
本
は
全
産
業
に
続
々
投
下
古
れ
る
で
あ

ら
う
。
よ
し
や
そ
れ
が
一
二
の
企
業
に
止
ま
る
ご
し
て
も
、
何
人
の
眼
に
も
願
著
な
る
成
功
仁
よ
っ
て
、
各
人
相

五
山
町
信
認
正
企
業
熱
正
は
大
い
に
品
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
闘
定
的
な
資
本
投
下
の
標
準
を
作
h
出
す
に
は
、

「
断
士
山
の
館
徽
の
た
め
仁
自
己
の
財
産
の
大
字
は
お
ろ
か
、
佐
々
そ
の
運
命
丸
、
~
を
も
賭
す
る
、
大
腿
な
果
敢
な

人
物
が
必
要
で
あ
る
L
u

尤
も
彼
等
が
資
本
投
下
お
よ
び
好
景
気
の
「
音
頭
取
b
」
た

h
う
る
の
は
、
彼
等
の
事
業

が
牧
盆
を
腐
ら
す
揚
合
仁
限
る
こ
芭
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

お
そ
ら
〈
は
V
ユ

古
う
し
て
ジ
ュ
ピ
イ
ト
ホ
プ
仁
よ
れ
ば
、
「
好
況
は
原
別
言
し
て
牧
盆
尉
の
群
れ
か

ι出
盛
す
る
。
生
産
設
備

ま
た
は
耐
久
的
刑
周
設
備
は
好
況
の
原
動
力
で
ゐ
h
、
脊
髄
で
あ
る
」
。
「
牧
盆
尉
か
ら
出
殺
し
セ
好
況
は
、
そ
れ

仁
よ
っ
て
間
接
消
費
財
が
購
入
さ
れ
る
芭
こ
ろ
の
資
本
切
投
下
の
槍
大
の
う
も
仁
出
後
勤
お
よ
び
基
礎
を
も
っ
。

二
、
か
ら
し
て
運
動
は
享
楽
財
仁
波
及
す
る
の
で
あ
る
』
。
こ
の
見
解
は
い
は
uv
彼
れ
の
宿
論
の
一
つ
で
ゐ
っ
て
、

従
来
繰
。
返
し
述
、
ぷ
る
ご
ニ
ろ
で
あ
る
が
、

L
か
し
何
?
ゑ
に
好
景
気
が
放
盆
財
の
領
域
か
ら
後
生
す
る
か
の
理

由
仁
至
つ

τは
、
必
ず
し
も
正
面
か
ら
説
明
が
奥
で
し
バ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
〈
、
む
し
み
消
極
的
な
論
懐
の
上

じ
立
っ
て
ゐ
Z
ゃ
う
で
あ
る
。
彼
れ
の
考
へ
に
よ
る
正
、
封
鎖
的
ど
想
定
3
れ
る
資
本
家
的
批
曾
に
お
い
て
は
、

施

院

d
-
ピ
イ
ト
ホ
ヌ
山
田
市
鉱
杭
畑
割
前

)i.} 

腕

F、
五

第
二
十
九
容

ノ、
3ヨ
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ゾ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
目
気
術
議
論

第
二
十
九
巻

J、
山，、

第

也記

「
事
刷
出
財
仁
端
を
獲
し
且
っ
そ
こ
で
国
防
に
遣
す
る
』
好
走
気
を
推
論
す
る
咽
』
ご
は
殆
ん
Y
」
不
可
飽
で
少
る
。
け
に

し
、
コ
平
楽
財
よ
り
衝
撃
を
受
付
た
好
況
は
、
資
本
の
消
耗
hr
又
は
従
来
資
本
化
さ
れ
柁
所
得
部
分
の
直
接
消
費

に
そ
の
原
闘
を
有
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
た
い
て
仙
の
困
民
経
済
が
享
山
市
財
令
提
供
し
、
し
か
も
交
換
に
際
し
て

亭
畿
財
を
欲
求
す
る
司
』
ご
に
よ
ち
、
す
な
は
も
い
は
ゆ
る
外
生
的
原
因
に
基
づ
き
、
享
山
市
財
よ
ム
リ
出
資
す
る
好
最

試
の
可
能
性
を
考
へ
る
こ
己
は
山
束
、
ro
う
が
、
し
か
1
づ〕

ω
稲
の
賂
史
的
事
例
は
ま
M
L
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
片

き

τ五
日
々
は
い
ま
や
、
品
川
一
米
上
昇
の
理
論
に
お
け
る
極
軸
に
、
す
な
は
も
好
M
双
山
地
は
不
景
気
の
議
怖
件
が
ら
自

生
的
に
、
い
は
い
有
機
的
に
殺
生
す
る
か
、
ぞ
れ
Z
も
勤
的
循
環
の
外
部
に
存
在
す
る
新
上
哲
契
機
の
影
響
の
も

さ
に
‘
ぞ
れ
ゆ
る
品
非
有
機
的
に
後
生
ず
る
か
の
問
題
仁
逢
着
す
る
。
資
本
利
得
増
大
の
主
要
源
泉
ご
し
て
新
市
場

の
獲
得
ピ
技
術
的
俊
民
を
あ
げ
る
限
り
に
お
い
て
、
彼
は
非
布
機
的
な
外
部
的
事
怖
に
よ
る
術
離
を
賃
制
す
る
や

L
か
!
「
不
況
は
強
烈
な
自
己
克
脱
力
を
包
践
す
る
」
ご
説
〈
限
り
に
お
い
て
は
、
決
し

τ有
機

的
原
凶
を
看
過
す
る
も
の
で
は
な
い
o

工
討
な
、
彼
に
従
へ
ば
‘
前
者
す
ら
不
長
打
品
の
鹿
児
に
外
な
ら
ね
の
で
あ

る
。
な
性
な
ら
、
不
長
仁
川
の
陛
力
は
新
市
場
の
探
索
お
よ
び
技
術
的
活
場
の
助
長
に
ま
で
吾
々
を
駆
b
立
て
る
の

・
た
か
ら
。
ご
こ
ろ
で
不
赴
試
の
有
す
る
依
復
力
に
つ
い

τ
い
へ
ば
、
「
不
況
が
蹄
ら
す
影
響
の
あ
る
積
り
も
の
は
、

し
ば
ら
く
時
が
た
つ
ご
初
め
ど
は
別
機
に
作
用
す
る
」
と
い
ふ
司
』
ご
が
百
々
に
ご
っ

τ宜
大
で
ゐ
る
『
沈
滞
に
総

〈
好
樽
の
初
期
は
一
』
れ
に
よ
ウ
て
助
長
さ
れ
る
句
例
へ
ば
不
政
訴
に
俳
ふ
物
樹
、
勢
質
、
貸
附
利
子
の
低
落

は
生
産
設
の
減
少
お
よ
び
利
得
の
増
大
に
説
く
が
如
き
・
あ
る
ひ
は
ま
た
最
も
劣
弱
な
過
剰
資
本
化
さ
れ
た
諸
企

業
が
、
不
況
の
進
行
正
共
に
整
理
吉
れ
淘
汰
さ
れ
若
し
く
は
合
併
さ
れ
て
・
新
し
き
よ
り
墜
貨
な
悲
磁
の
上
に
立

う
に
見
え
る
が
、
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も
そ
り
健
康
を
快
復
す
る
が
如
話
、
そ
れ
で
ゐ
る

O
L
か
L
、
「
概
し
て
い
ふ
Z
不
況
の
快
復
力
だ
け
で
は
不
充

分
で
あ
る
L
o

そ
れ
は
産
業
界
の
河
昔
踊
取
り
」
に
こ
そ
掛
〈
作
用
す
れ
、
他
の
大
多
数
心
資
本
家
や
企
業
者
は
別

の
刺
執
を
必
要
ご
す
る
o

古
う
し
て
企
業
者
の
活
動
を
促
し
、
資
本
家
に
投
資
の
可
能
性
を
奥
へ
る
積
極
的
な
凶

子
は
、
取
h
ノ
色
直
3
4
'
利
潤

ω見
込
で
あ
っ
て
、
金
融
緩
世
的
結
果
セ
る
利
子
歩
令
の
祇
落
で
も
な
け
れ
ば
、
物

慣
や
叫
す
貨
の
下
落
で
も
な
い
。
「
資
本
投
下
的
有
力
な
衝
撃
は
他
の
側
か
ら
、
資
本
の
利
用
者
た
る
企
業
家
か
ら

来
な
け
れ
ば
な
ら
凶
」
o

吾
h

却
以
以
上
仁
お
い
て
好
門
出
品
筑
後
生
り
第
一
の
前
提
を
見
た
。

L
か
[
、
好
長
一
織
の
本
附
別
で
あ
る
生
片
山
川
町
山
の

W
H
現
は
、
そ
れ
仁
必
要
な
客
似
的
保
併
を
候
つ

τは
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
。

資
本
家
的
生
産
の
め
ら
ゆ
る
端
初
お
よ
び
憐
振
は
、
物
財
お
よ
び
勢
働
力
の
存
在
を
前
提
ご
す
る
。
同
岐
に
分

業
的
な
貨
幣
経
済
に
お
い
て
は
自
由
な
る
倍
利
資
本
が
不
可
快
で
ゐ
る
o

営
利
資
本
の
増
投
で
あ
hJ
、
岡
氏
料
情

上
休
止
せ
る
設
備
の
活
動
的
設
備
へ
の
輔
換
で
あ
る
好
対
気
も
ま
た
、
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
充
分
な
る
数
量
に
お
け
る

替
利
資
本
、
労
働
カ
、
物
的
生
産
設
備
お
よ
び
物
的
滞
貨
を
必
要
ご
す
る
。
約
言
す
れ
ば
、
所
得
の
獲
得
に

U
り

ら
れ
た
仰
人
的
別
産
で
あ
る
楼
利
資
本
ピ
今
後
色
ら
に
財
の
生
産
に
役
立
つ
べ
き
経
時
間
別
で
あ
る
生
産
資
本
ど
が

必
要
で
あ
る
。
ご
こ
ろ
で
不
訣
気
の
あ
ひ

r鍔
利
資
本
的
一
部
は
、
そ
の
所
有
者
に
牧
盆
を
鷲
ら
す
鮎
に
む
い

τ、
私
経
済
的
見
地
か
ら
は
活
動
し
て
ゐ
る
ご
一
五
へ
る
が
、
?
か
し
そ
れ
は
財
の
生
産
お
よ
び
間
接
治
投
に
資
本

を
提
供
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
関
民
経
済
的
見
地
か
ら
は
却
っ
て
休
関
紙
態
に
あ
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
し
て
そ
の
主
も
な
形
態
を
V

ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
従
つ

1
列
凪
ゆ
す
れ
ば
次
ぎ
の
如
(
で
あ
る
。
一
体
附
中
山

入
七

足止

調』

A 
4二

第

椀

ジ
品
ピ
イ
ト
ホ
ア
由
世
斜
循
環
論

第
二
十
九
谷
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説

苑

F、
入

ゾ
品
ビ
イ
ト
ホ
フ

O
景
気
循
環
論

第
二
十
九
巻

A 
J、

第

鵠

生
産
資
本
(
銀
行
お
よ
び
貯
蓄
者

ω一
手
許
で
貨
櫛
形
態
を
古
る
も

ω、
企
業
者
の
手
許
で
物
財
の
形
態
を
正
る
も

の
)
、
仁
銀
行
預
金
、
巴
過
剰
に
生
産
古
れ
た
商
品
淵
貨
の
保
持
の
た
め
の
企
業
者
に
掛
す
る
貸
附
、
団
外
国
で

貰
り
放
た
る
ぺ
き
有
償
設
券
(
資
本
山
り
移
動
)
0

同
様
に
生
産
資
本
り
一
部
も
ま
た
休
閑
紋
般
に
あ
る
。
↓
利
用
さ

れ
ぬ
勢
働
力
・
斗
利
用
さ
れ
ぬ
生
産
設
備
の
生
産
力
・
日
伽
人
ま
た
は
銀
行

ω
所
有
に
炉
、
る
貨
併
v
t酎
物
財

生
産
者
ま
に
は
商
人

ω所
有
じ
が
、
、
品
生
成
手
段
お
よ
び
事
幾
財
)
・
五
一
時
的
調
外
輪
山
(
そ
の
形
脱
の
如
何
?

問
は
ず
、
好
況
に
際
し
て
再
び
輸
入
さ
れ
る
も
の

)
Q
Z
う
し
て
V

ュ
ピ
イ
ト
ホ
フ
に
よ
れ
ば
・
す
ぺ
て
こ
れ
ら

の
も
の
は
好
提
訴
捕
の
容
槻
的
基
礎
で
ゐ
品
。
好
景
紙
は
自
己
の
経
済
的
姉
張
に
必
要
な
諸
保
件
全
「
み
づ
か
ら
作

h
出
す
こ
正
は
出
来
な
V
』
。
そ
れ
は
既
存
の
諸
僚
件
を
『
畿
見
せ
ね
ば
な
ら
戸
』
。
け
に
し
.
好
赴
試
は
「
事
質

上
」
ょ
の
基
礎
の
上
に
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
そ
の
説
明
も
ま
た
す
べ
か
ら
〈
「
こ
の
現
貨
か
ら

出
畿
せ
ね
ば
な
ら
両
」
.

ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
-L

好
景
気
は
上
越
の
如
き
諸
僚
件
の
も
ご
に
は
じ
め
て
自
己
を
質
現
す
る
-
』
ピ
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
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